
〈
特
集
「
″和
″
の
思
想
―

東
と
西
―

」
２
〉

二
コ
ラ
ウ
ス

ー
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
お
け
る
平
和
の
思
想

坂
　
本
　
　
　

堯

一
　

序

二
コ

ラ

ク

ス

・
ク

ザ

ー

ヌ

ス

（
Ｎ
ｉｃ
ｏ
ｌａ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
,　
Ｎ
ｉｋ
ｏ
ｌａ
ｕ
ｓ

Ｋ
ｕ
ｅ
ｓ
）

は

、

一

四

〇

一

年

に

生

れ

、

一

四

六

四

年

に
死

去

し

た
キ

リ

ス

ト

教

思

想

家

で

あ

っ

た

。

か
れ

は

神

学

、

哲
学

、
自

然

科

学

の
研

究

に
努

力

し

た

ば

か

り

で

な

く

、

教

会

や

社

会

の
問

題

に

も

強

い

関

心

を

も

っ

て

い

た

。

特

に

「

和

」

の
問

題

に

つ
い

て

は

。
初

期

か

ら

晩

年

に

至

る

ま

で

、
実

生

活

に

お

い

て

も

、

学

問

的

研

究

に

お

い

て

も

全

力

を

傾

け

た

の

で

あ

っ

た

。

か

れ

の

比

較

的

初

期

の
説

教

の

な

か

に
平

和

に

つ

い

て

の

か

れ

の

熱

意

が
現

れ

て

い

る

。

す

な

わ
ち

「
幸

い

な

る

か

な

。
内

的

な

平

和

を

持

つ

者

よ

、

か

れ

ら

の

な

か
で

は

、
洞

察

。
記

憶

。
意

志

、

表

象

が
平

和

を

も

ち

、

そ

れ

ら

は

、

根
源

で

あ

る
神

と

の

一
致

に

お

い
て

低

い

感

覚

的
能

力

に

そ

の

平

和

を

及

ぼ

す
の
で
あ
る
。
…
…
中
略
…
…

ま
た
、
幸
い
な
る
か
な
、
隣
人

に
対

し
て
外
的

な
平
和
を
も
た
ら
す
も

の

よ

、
そ
の
平
和
は
内
か
ら
生
ず
る
も
の
で

あ
る
。
平
和
は
天
よ
り
く
る
。
イ

エ
ス
は
『

汝
等
に
平
和
あ
れ
』

と
い
い

、
さ
ら

に
、
天
使

た
ち
も
『
天
で

は

神
に
栄
光

、
地
上
で
は
御
心
に
か
な
う
人

々
に
平

和
』
と
い
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
。
使
徒
達

は
『
こ
の
家
に
平
和
あ
れ
』
と
い
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

。
キ
リ

ス
ト
は
か
れ
ら
に
『
汝
等

が
家
に
入

る
時

は
、
平
和
を
告
げ
よ

』
と
命
じ

た

か
ら
で
あ
る
。
平

和
は
。
キ
リ

ス
ト

が
最
後

に
弟
子
た

ち

に
、『
私
は
汝
等

に
私
の
平
和
を
残
す
』
と
い
う
言

葉
で
残

し
た
最
善
の
贈
物
で
あ
る
。
平
和

は
神
の
足
跡
で
あ
り
、
そ
の
道

は
す

べ
て
平
和

を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
」

と

ク
ザ

ー
ヌ
ス
は
そ
こ
で

、
キ
リ

ス
ト
教

に
お
け
る
平
和

の
神
的
な
性
質

と
最

高
の
価
値
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
小
論
文
で
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
平
和
思
想
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
思
想
の
歴
史
的
流
れ
を
考
え

な
が
ら
、
そ

の
意
義
、
そ
の
本
質

、
そ



の

特

徴

、

そ

の

基

礎

な

ど

を

考

察

す

る

。

二
　

研

究

の

現

況

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
死
後
、
そ
の
思
想
は
研
究
さ
れ
、
一
五
一
四
年
に
パ
リ
ー

で

ク

ザ

ー

ヌ

ス

著

作

集

が

印

刷

出

版

さ

れ

た

。

ま

た

、

ジ

ョ

ル

ダ

ー

ノ

・

ブ

ル

ー

ノ

な

ど

の

‘ 思

想

家

に

深

い

影

響

を

与

え

た

。
し

か

し

、
本

格

的

研

究

は

二

十

世

紀

に

は

い

っ

て

か

ら

盛

ん

に

な

っ

た

・

特

に

、

一

九

六

四

年

に

は

ク

ザ

ー
ヌ
ス
死
去
五
百
年
を
記
念
し
て
、
国
際
的
な
学
会
が
西
ド
イ
ツ
の
ク
ザ
ー

ヌ
ス
生
誕
地
、
ベ
ル
ン
カ
ス
テ
ル
・
ク
ー
ス
市
と
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
リ
キ
セ

ン

、

ク

ザ

ー

ヌ

ス

が

司

教

と

し

て

活

動

し

た

由

緒

の

あ

る

地

で

開

催

さ

れ

た

。

こ

れ

と

前

後

し

て

ク

ザ

ー

ヌ

ス

の

研

究

が

盛

ん

に

な

っ

た

。

こ

の

理

由

と

し

て

は

、

当

時

開

か

れ

た

第

ニ

バ

チ

カ

ン

公

会

議

の

精

神

的

動

向

が

ク

ザ

ー

ヌ

ス

の

思

想

に

共

鳴

し

た

ば

か

り

で

な

く

、

西

ド

イ

ツ

を

始

め

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国

の

優

れ

た

思

想

家

た

ち

が

、

神

学

的

、

哲

学

的

、

社

会

学

的

に

ク

ザ

ー

ヌ

ス

を

研

究

し

始

め

た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

ク

ザ

ー

ヌ

ス

研

究

の

基

礎

と

し

て

も

っ

と

も

有

意

義

で

あ

っ

た

の

は

、

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
著
作
が
批
判
版
と
し
て
正
確
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ

の

他

、

ク

ザ

ー

ヌ

ス

の

著

作

が

二

十

世

紀

に

な

っ

て

ド

イ

ツ

語

を

始

め

と

す

る

現

代

語

に

翻

訳

さ

れ

て

、

多

く

の

人

々

に

研

究

の

道

を

開

い

た

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

た

め

に

働

い

た

学

者

と

し

て

は

、

批

判

版

の

編

集

の

責

任

者

で

あ

っ

た

Ｐ

．
　
Ｗ

ｉ
ｌ
ｐ

ｅ
ｒ

ｔ

を

始

め

、

Ｅ

．
　
Ｈ

ｏ

ｆｆ
ｍ

ａ

ｎ

ｎ

，
　
Ｒ

・
　
Ｋ

ｌ
ｉ
ｂ
ａ
ｎ

ｓ

ｋ
ｙ

，
　
Ｒ

・
　
Ｈ

ａ
ｕ

・

ｂ
ｓ
ｔ
，

Ｋ

．
　
Ｂ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
，
　
Ｊ
．
　
Ｋ
o
ｃ
ｈ

，

Ｇ

．

Ｋ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

，

Ｌ
,
　
Ｂ
ａ
ｕ
ｒ

，

Ｍ

．

ｄ
ｅ

　
Ｇ

ａ

ｎ
-

ｄ

ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｃ

，
　
Ｅ

．
　
Ｖ

ａ
ｎ

ｓ
ｔ
ｅ

ｅ
ｎ

ｂ
ｅ
ｒ
ｇ

ｈ
ｅ

，

な

ど

が

あ

る

が

、

ク

ザ

ー

ヌ

ス

の

歴

史

的

研

究

の

出

版

で

は

．

Ｅ

．
　
Ｍ

ｅ
ｕ

ｔ
ｈ
ｅ
ｎ

の

活

躍

も

特

筆

す

べ

き

で

あ

る

。

ク

ザ

ー

ヌ

ス

の

平

和

思

想

に

つ

い

て

の

研

究

の

主

な

も

の

は

、

Ｅ

・
カ

ッ

シ
ー
ラ
ー
は
、
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
哲
学
に
お
け
る
個
体
と
宇
宙
』
の
な
か

で

、

ク

デ

ー

ヌ

ス

の

二

大

著

作

『

知

あ

る

無

知

』

と

『

信

仰

平

和

論

』

の

比

較
研
究
か
ら
、
そ
の
平
和
思
想
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。
Ｊ
・
レ
ン
ツ
は

『

二

コ

ラ

ウ

ス

・

フ

ォ

ン

・

ク

ー

ス

、

平

和

な

き

現

代

の

使

徒

』

を

発

表

し

、

Ｈ

・

グ

ラ

ベ

ル

ト

は

『

宗

教

理

解
　

二

コ

ラ

ウ

ス

・

ク

ザ

ー

ヌ

ス

に

お

け

る

諳

宗

教

の

出

合

い

へ

の

道

』

と

い

う

研

究

を

発

表

し

て

い

る

。

Ｂ

・

デ

ッ

カ

ー
は
『
二
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ク
ー
ス
と
諸
宗
教
間
の
平
和
』
を
、
ま
た
、

Ｇ

・

ハ

イ

ン

ツ

・

モ

ー

ル

は

『

キ

リ

ス

ト

教

の

一

致

、

二

コ

ラ

ウ

ス

・

フ

ォ

ン
・
ク
ー
ス
の
社
会
学
説
へ
の
研
究
』
を
書
き
、
Ｍ
・
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク

は
『
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
平
和
概
念
』
、
Ｍ
・
渡
辺
『
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー

ヌ

ス

と

寛

容

の

理

念

』

な

ど

を

発

表

し

て

い

る

。

一

九

八

二

年

に

は

西

ド

イ

ツ

の

ト

リ

ー

ア

大

学

に

お

い

て

『

二

コ

ラ

ウ

ス

・

ク

ザ

ー

ヌ

ス

に

お

け

る

諸

宗

教

間

の

平

和

』

と

題

し

て

国

際

ク

ザ

ー

ヌ

ス

・

シ

ン

ポ

ジ

オ

ン

が

開

催

さ

れ

、

Ｋ

・

ボ

ー

ル

マ

ン

、

Ｅ

・

モ

イ

テ

ン

、

Ｒ

・

ハ

ウ

プ

ス

ト

、

Ｒ

・

ク

リ

バ
ン
ス
キ
ー
、
Ｍ
・
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
著
名
な
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研

究

家

が

活

躍

し

た

。



三
　

ク

ザ

ー

ヌ

ス

平

和

思

想

の

本

質
と

特

徴

ａ
　

時
代

史
的
考

察

ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
生
き
た
時
代
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
あ
っ

た
。
十
三
世

紀
か
ら
イ
タ
リ
ア
で

は
自
由
都
市

が
発
達
し
、
富

が
蓄
積

さ
れ
、

市

民
階
級

が
起
り

、
封

建
時
代

の
支
配
階
級
に
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

新
し
い
思
想
が
人

々
を
動

か
し
、
現
実
主
義
、
合
理
主
義
、
自
然
科
学
思
想

が
し
だ
い
に
強
く
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
思
想
に
は
中
世

を
支
配

し

た
伝
統
の
ス
コ
ラ

哲
学

と
立
場
を
異
に
す

る
新
し
い
要

素

が
含
ま
れ
て
い

た
。

そ
れ
は
、
人
間

の
能
力
に
対
す
る
信
頼
と

ギ
リ

シ
ア
・

ロ
ー
マ

の
人
間
主
義

を
中
心
に
す
る
も

の
で

あ
っ
て

、
中
世

の
哲
学

が
中
心
と
し
て
い

た
キ
リ

ス

ト
教
神
学
に
対

し
て
批
判
的
立
場
に
立
ち

、
人
間
自
身
の
自
由
と
創
造
的
活

動
に
価
値
を
置

く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
思
想
は

ヨ
ー
ロ
で
（

各
地

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
し
い
社
会

と
文
化

を
産
み
出
し
た
。
宗
教

の
領
域

に

お
い
て
は

、
宗
教
改
革

と
よ

ぱ
れ
る
新

し
い
宗
教

思
想

が
起
り

、
芸
術

の
領

域
で
は
人
間
の
美

を
大
胆

に
肯

定
す
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
芸

術
が
生
れ
た
の
で

あ

る
。
政
治
や
社
会

の
な
か
で

は
民
主
的
傾
向
が
強
く

な
り

、
中
世

の
封
建

社
会

が
崩
壊
し
始

め
、
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

的
統
一

が
分

裂
す

る
と
と
も
に

、
新
し
い
市
民
社

会
の
時
代

が
到
来
す
る
の
で
あ
る
。

こ

の
よ

う
な
思
想
的
転

換
に
も
と

づ
き
、
こ
の
時
代

の
教
会
は
保
守

と
革

新

に
分
裂

し
、
ま

た
、
教

会
と
世
俗
的
権
力
と
の
対
立
は
激
し
く
な
り

、
そ

れ
に
よ

っ
て

、
キ
リ

ス
ト
教
社
会
の
平
和
は
危
機
に
ひ

ん
し

、
や

が
て

、
激

し

い
宗
教
戦
争

と
な
っ
て

、
平
和
は
崩
壊
ず
る
の
で
あ

る
。

二
コ
ラ
ウ
ス
・

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
時
代
に
も
、
す
で
に
、
フ
ス
派
の
異
端
や
卜
リ
ー
ア
の
司
教

座

を
め
ぐ

る
紛
争

に
お
い
て

、
そ
の
き
ざ
し
が
現
れ
て
い
た

の
で
あ

る
。
こ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ

ス
ト
教
世
界
の
内
部
に
お
け
る
戦
争

の
危
機

に
加
え

て

、
外
部
よ
り

の
戦
争
の
危
機
も
増
大
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち

、
回
教
勢
力

の
増
大
と
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
侵
攻
で
あ
る
。
一
四
五
三
年
、
回
教
勢
力

は
つ
い
に
、
キ
ｎｙ
ス
ト
教
世

界
の
東
の
砦
で
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ

ル
を
攻
略
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
パ
ニ
ッ
ク

の
状
態
に
な
り

、
教
皇
ピ
ウ
ス

ニ

世
は
第
七
回
十
字
軍
の
派
遣
を
決
定
す

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ

ス
は
こ
の
時
代

の
た

め
に
『
カ
ト
ジ
ッ
ク
協
和
論
』
と
『
信
仰
平
和
論
』
の

両

書
を
著

し
た
。
こ
の
二

つ
の
著

作
は
著
述
時
期
に
つ
い
て
は
約
二

十
年
の

違
い

が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
目

ざ
す
も

の
は
『
和
』
の
実
現
に
よ
る
『
平

和
』
の
達
成
で
あ
っ
た
。
前
者
に
お
い
て

は
キ
リ
ス
ト
教
世

界
の
内
部
の
和

と
平
和
で
あ
り

、
後
者
は

、
キ
リ
ス
ト
教
を
含
め
た
諸
宗
教

の
間
の
和
と
平

和

が
主
題
で
あ
っ

た
。

ｂ
　

人
間
学

的
考

察

ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
平
和
を
人
間
の
和
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
考
え
て

い
る
。
平

和
は
古
代

と
中
世
に
は
武
力
に
よ
り

達
成
さ
れ
保
持

さ

れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
武
力
や
恐
怖
に
よ
る
自
由
な
き
平
和
は
人
間
の
尊
厳

と
自
然
権
を
損
う
も
の
で

あ
っ
て
真

の
平
和
で
は
な
い
。

こ
う
し
て
、
人
間
論
的
考
察
が
ク
ザ
ー
ヌ

ス
の
平

和
の
解
明
に
重
要

と
な

る
。
人
間
の
和
に
よ
る
社
会
の
平
和
は
、
自
由
な
人
間
を
前
提
と
し
て
い
る
。



ク
ザ

ー
ヌ
ス
は
こ
の

よ
う
な
人
間

観
を
考
え
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ

ぱ
人
間

は
、
ま

ず
、
個
人
で
あ
る
。
し

か
も

、
個
々
の
人
間
の
個
性
は
そ
の
根
拠

を

絶
対
者
の
唯
一
性
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
唯
一
性
の
分
有
と
し
て
の
個
性
で

あ
る
。
特
に
、
人
間
の
精
神
は
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
も
、
唯
一
絶
対
者
の

似
姿

、
す
な
わ
ち

”Ｉｍ
ａ
ｇ
ｏ
”
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
個
人

は
ク
ザ
ー
ヌ
ス

に
よ
れ
ば
、
自
由
を
有
し
、
良
心
に
し
た
が
っ
て
活
動
す
る
主
体
で
あ
り
、

ペ
ル
ソ

ナ
と
よ
ぱ
れ

る
高
貴

な
存
在
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
個
人

が
平
和

を

創
造
し

保
持
す

る
こ

と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち

、
個
人

は
知
性
と
自
由
意
志

を
も
つ
精
神
と
物
質
的
世
界
に
属
す

る
肉
体

を
も
つ
全
体
的
統
一
的
存
在
で

あ
り
、
ミ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス
（
小
宇
宙
）

で
あ
り

「
神

の
似
姿
」
で
あ
る
。
平

和

の
基
礎
と
な
る
個
人
は
、
モ

の
人
格

的
統

一
と
、
精
神
と
肉
体
の
間

の
和

を
保
つ
、
調
和
的
人
間
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
は
一
つ
の
王
国
の
よ

う
な
も

の
で

、
心
身

が
分
裂
し

た
り

、
精
神

が
内

的
に
分

裂
す
れ
ば
、
人
格

の
力
は
失

わ
れ
、
他
人

と
の
和

も
、
又

、
平

和
を
創
造
し
た
り

保
持

し
た
り

す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
人
間
は
七
弦
琴
の
よ
う
に
調
和
し
て

よ
い
音
を
出
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
間
は
自
己
を
調
和
の

状
態
に
保

た
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
平
和
的
人
間

の
姿
で
あ
り

、
こ

の
調

和

を
失

っ
た
人
間
は
良
心
に
従

っ
て
善

を
な
す

こ
と
も
で
き

ず
、
ま

た
、
本

性
の
目
指
す
目
的
に
も
到
達
で
き

ず
、
そ
の
存
在
の
意
義
さ
え
も
失

う
の
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で

、
人
間
は
情

欲
の
激
情
や
恐
怖
の
感
情
に
支
配

さ
れ
る
と

き
は

、
自
由
と
内
的
平
和
を
保

つ
こ

と
は
不
可

能
に
な
る
。
し
か
し
、
キ
リ

ス
ト
教

に
よ
れ

ば
、
人
間
は
原
罪

の
た
め
に
悪
と
争

い
に
傾
き

、
神

の
恩
恵

が
な
け
れ

ば
、
自
由
も
内
的
平
和
も
保
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。
し

た
が
っ
て

、

人
間
個
人
は
神
か
ら
「
平
和
」

へ
の
恩
恵
が
与
え

ら
れ
て
こ
そ
、
自
己

の
自

由
と
和
の
精
神
を
保
ち

、
平
和
な
社
会
を
創
造
で
き

る
の
で
あ
る
。

Ｃ
　

社
会
思
想
的
考
察

ク
デ
ー
ヌ
ス
が
『
カ
ト
ジ

。
ク
協
和
論

』
に
述

べ
る
よ
う
に
、
人
間

は
本

性
よ
り

し
て
社
会
的

、
共
同
体
的

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
人
間

は
自
己

の
本

性

が
目
指
す
完
成
に
至

る
た
め
に
共
同

体
を
必
要

と
し
て

い
る
。
こ
の
共
同

体

を
創
り
出
す
根
本
的
力

は
、
人
間
の
精
神
に
内

在
す
る
「
愛
」

と
よ

ば
れ

る
自
然
の
傾
き
で
あ
り

、
精
神
的
力
で
あ
る
。
こ

の
愛

の
力

が
人
間
の
社
会

の
一
致
結
合
を
生
み
出

す
原
理
で
あ
る
。

次
に
社
会
の
平

和
の
た

め
に
必
要

な
原

理
は
「
秩
序
」
と
い
う
理
念
で
あ

る
。
社
会
は
人
間

本
性
の
完
成
の
た
め
に
存
在

し
て
い
る

が
、
社
会

が
秩
序

を
失
う
な
ら
ぱ
、
社
会
は
モ

の
存
在
意
義
を
失

う
の
で
あ
る
。
社
会
の
秩
序

は
正
し
い
法
に
よ

っ
て
創
ら
れ
保
た
れ
る
と
い
う
の
が
ク

ザ
ー
ヌ
ス
の
考
え

で
あ
っ
た
。
か
れ
は
正

し
い
法
の
基
礎
と
し
て
自
然
法

を
主
張
し
て
い
る
。

自
然
法
と
は
、
ク
デ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
人
間

の
思
惟
に
先
行
し
、
自
然
そ
の

も
の
の
中

に
深

く
根

ざ
し
て
い
る
根
底
的

傾
向
（
Ｎ
ｅ
ｉｇ
ｕ
ｎ
ｇ
）
で
あ
り

、
強

制
力

で
あ
る
。
自

然
と
は

、
ク

ザ
ー
ヌ
ス
の
表
現
で
表
す
と
、
そ
れ
か
ら
全

て
の
被

造
物
の
行
動

が
由

来
す
荅
縮
限

さ
れ
た
原
理
で
あ
り
、
強
制
的
に
働

く
も
の
で
あ
る
。
こ

の
強
制
的
力

は
自
然

の
創
造
主
の
自
由
な
意
志
の
決
定

の
中

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
意
味
で

の
自
然
法
は
す

べ
て
の
被
造
物
に

妥
当
す
る

が
、
モ

の
適
用

さ
れ
る
方
法
は
自
然
の
段
階
に
応
じ
て
異
な

っ
て



い

る
。
す

な
わ
ち

、
事
物

の
な
か
で
は
自
然
法
則

と
し
て

、
生

物
に
お
い
て

は
本
能

や
自
然
的

欲
求
と
し
て

、
ま
た
、
自
由

な
精
神
的
存
在
者
で
あ

る
人

間

に
お
い
て

は
自

然
法

や
自
然
権
と
し
て
働

く
の
で
あ

る
。
人
間

の
存
在
は

物
質

と
精
神

と
か
ら
成
り
立
つ
の
で

、
物
質

と
し
て
の
人
間

に
は
自
然
法
則

が
、
生

物
と
し
て

の
人
間
に
は
生
物
学
的
法
則

が
、
動
物
と
し
て
の
人
間
に

は
本
能

と
衝
動

が
、
さ
ら
に
精
神
的
存
在
と
し
て
の
人
間
に
は
道
徳
法

と
し

て

の
自

然
法

が
妥
当
す
る

の
で
あ

る
。
し

た
が
っ
て
自
然
法

は
広
義

に
と
れ

ぱ
全
存
在
の
も
つ
秩
序
で

あ
る
が
、
狭
義

に
と
れ
ば
、
自

由
な
精
神
的
主
体

者
で
あ
る
人
間
に
倫
理
的
必
然
性

を
与
え

、
義
務

と
権
利

と
を
与

え
る
も
の

で
あ
る
。

し
か
し

、
社
会

の
秩

序
を
実

際
に
創
り
保
つ

た
め
の
具
体

的
手

段
は
実
定

法
の
制
定
と
そ

の
遵
守
で

あ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
そ
の
社
会
を
構
成
す
る
す

べ
て
の
構
成
員

に
よ
っ
て

、
そ
の
社

会
の
実
定
法

は
制
定
さ
れ

る
必
要

が
あ

る
と
教
え

る
が
、
大
き

な
社
会
で
は
社
会
の
全
構
成
員

に
よ

る
こ

と
が
不
可

能
で
あ
る
の
で

、
そ
の
際
に

は
、
社
会
構
成
員

の
代
表
者

に
よ
る
会
議
に
よ

っ
て
制
定
さ
れ

る
こ
と

に
な
る
。
こ

の
よ
う

な
実
定
法

の
制
定

と
代
表

者
の

決
定
は

、
選
挙

に
よ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
正

当
な
実
定
法
と
正
当

な
代
表
者
を
選

ぶ
選
挙

の
条
件
は
選
挙
者
の
良
心
の
自
由
で
あ
る
。
も
し
、

こ
の
自
由

が
権
力

が
脅
迫
や
暴
力
な
ど
に
よ
っ
て
圧

迫
さ
れ

、
人
間
本
来
の

自
然
権

を
損

っ
た
場

合
、
社

会
の
正

義
と
秩
序
は
保
た
れ
な
い

ぱ
か
り
で

な

く
、
不
法

に
こ

の
自
然
権

を
奪

わ
れ
た
人

々
は

、
そ

の
自
然
権

を
回

復
す
る

権
利
を
自
然
と
そ
の
創
造
主
た
る
神
か
ら
得
る
の
で
あ
り
、
不
正
な
る
支
配

者

に
対

す
る
反

抗
権
を
も
つ
も

の
で

、
こ
こ
か
ら
社
会
の
平

和
へ
の
危
機
が

生
ず
る
で
あ
る
。

ｄ
　

形

而
上
学
的
考
察

平

和
の
本
質
に
つ
い
て
ク

ザ
ー
ヌ
ス
は
形
而
上
学
的

に
説
明

し
、
平
和
は
、

す

べ
て
の
事

物
が
存

在
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
完
全
性
で

あ
っ
て

、
す

べ
て

の
事

物
の
な
か
に
、
そ
の
程
度
は
異
な
っ
て

い
て

も
、
必
ず
存
在
し
て
い
る

普
遍

的
な
完
全
性
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一
四

五
一
年
に
ウ
ト

レ
ヒ
ト

で
な
し
た
説
教
の
な
ら
で
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
平
和
を
美
と
等
し
く
置
い
て
い

る
。
ま
た

、
ブ
リ
キ

セ
ン
で

一
四
五
四
年

に
な
し
た
説
教
の
な
か
で
、「
真

理
の
場
所

が
平

和
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
推
論
で
達
す

る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
対
立
の
彼
岸
に
、
ち
ょ
う
ど
、
あ
ら
ゆ
る
感
覚
と
理
性
を
超
越
し
て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
…
…
中
略
…
…
実
体

の
場
所

が
平
和
で
あ
り

、

事
物

は
よ
り
確
固

と
し

た
平
和
を
分
有
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、よ
り
高
貴

と
な
る

。
し

た
が
っ
て
平

和
に
つ
い
て

は
、
善
や
生
命

の
如
く
考
え
よ
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
ク

ザ
ー
ヌ

ス
の
考
え
に
よ

れ
ば
、
平
和
は
す

べ
て
の
事
物
の
な
か
に

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
を
存
在
せ
し

め
る
基
本
的
力

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
形
而
上
学
的

な
存
在

が
実
体
と
よ
ぱ
れ
る
も

の
で
あ
り

、
そ

の
事
物
が

存
在
す
る
に
必
要

な
物
質
的
要
素
を
集

め
、
統
一

す
る
。
こ

の
意
味
で
事

物

の
中
心

が
平
和
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま

た
、
平

和
は
事

物
が
存
在
す
る
目

的
で
も
あ

る
。
こ

の
世
界

に
お
い
て
は
決
し
て
完
全
な
、
永
遠
の
平
和
は
な

い
。
こ

の
世

の
す

べ
て

の
存
在
者
は
平
和
を
失
い
無
に
帰

る
可
能
性

を
有
し

て
い
る
。
絶
対
者
、
無
限
者
の
み
が
本
質
的
に
失
わ
れ
な
い
平
和
を
有
し
て



お
り

、
有

限

な

存

在

は

、

絶

対

者

の

平

和

を

分

有

す

る

か

ぎ

り

平

和

を

有

す

る

こ

と

が
で

き

る
。

絶

対

者

を

神

と
呼

ぷ

と

、
人

間

は

神

の
平

和

を
分

有

す

る

か

ぎ
り

存

在

す

る

こ

と

が
で

き

る

が
、

こ

れ

は

個
人

に

つ

い

て

も
社

会

に

つ

い

て
も

し

か
り

で
あ
る
。
人
間
が
自
己
の
有
限
性
を
悟
り
、
「
知
あ
る
無
知
」
に
よ
り
、
無

限

な

る

神

に
近

づ
く

こ

と

が

、
平

和

の

た

め

に
不

可

欠

で
あ

る

。

ク

ザ

ー

ヌ

ス

に

よ

れ

ば

、
平

和

の

危

機

は

自

己

の
有

限

性

を
忘

れ

た
人

間

に
よ

っ

て
も

た

ら

さ

れ

る

の

で
あ

る

。

次

に
平

和

の
形

而

上

学

的

原

理

に

つ

い

て

、

ク

ザ

ー

ヌ

ス

は

「
対

立

者

の

一
致

」

ｃ
ｏ
ｉｎ
ｃ
ｉｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉａ
　ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔｏ
ｒ
ｕ
m

”

の
表

現

で

語

っ
て

い

る

。

こ

の

原

理

は

ク
ザ

ー

ヌ

ス

に
天

来

の

啓
示

の

よ

う

に

与
え

ら

れ

た

と

い

わ

れ

て

い

る
。こ

の
原

理

は

『
知

あ

る
無

知

』

の

な

か

に

述

べ
ら

れ

、
人

間

の
理

性

の

も

つ
限

界

を
明

ら

か

に
す

る

と
共

に
無

限

な

る
存

在

の
形

而

上

学

的

構

造

を
示

し

て

い

る
。

こ

れ

を

思

想

史

的

に
見

る

と
き

に

は
ア

リ

ス
ト

テ

レ

ス

の
形

而

上

学

的

原

理

「
形

相

・
質

料

説

」

の
超

克

で
あ

る
。

中

世

を
支

配

し

た

こ

の

ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス
主

義

は

、
完

全

性

を
有

す

る
形

相

と

完

全

性

を

欠

く

質

料

の

関

係

、
す

な

わ

ち

強

者

と

弱

者

、
支

配

者

と
被

支

配

者

、

与

え

る
者

と
受

容

す

る
者

と

の

二

元

論

的

関

係

で
す

べ
て

の

現

象

を

説

明

し

た

。

こ

れ

は

社

会
的
に
見
る
と
き
は
、
強
者
が
弱
者
を
支
配
し
。
弱
者
が
強
者
の
支
配
を
受

容

す

る

古

代
中

世

の
社

会

思

想

の
根

拠

と
な

っ

た
と

思

わ

れ

る

。

ク

ザ

ー

ヌ

ス

は

平

等

な

対

立

す

る
人

間

の

一
致

を

中

心

に

す

る
近

代

の
民

主

社
会

の

原

理

と
し
て
「
対
立
者
の
一

致
」

を
教
え
た
の
で
あ

る
。
ま

た
、
こ
の
原
理
は
、

信
仰
と
理
性
、
個
人
と
社
会

、
正
義
と
愛

な
ど
の
諸
対
立
の
一
致
を
も
推
進

す
る
の
で
あ
る
。

ｅ
　

神

学
的
考

察

前
述

の
形
而
上
学

的
考
察
を
押
し
進

め
る
と
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
平

和
の
考

察

は
神
学
的
考
察

と
な
る
。

か
れ
は
一
方
で

は
理
性

の
活
動

を
重
視
す
る
が
、
同
時

に
、
人
間

の
理
性

は
実
践
に

お
い
て
神

の
光

、
す

な
わ
ち
、
信
仰
の
光
を
受

け
る
こ

と
で
充
分

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
存
在
す
る
世
界
は

、
神
秘

な
神
の
支
配
の

な
か
に
あ
り

、
神

と
人
間
と
自
然
は
完
全

に
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

他
方
、
人
間

は
個
人
と
し
て
、
他
の
者
と
個
性
を
共
有
す
る
こ
と
の
な
い
統

一
主
体
で

あ
り
、
広
大
な
宇
宙
の
、
し
か
も
そ
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
一
回

だ
け
現
れ
る
一
回

的
主
体
で
あ
る
。
こ

の
超
越
性
と
内
在
性
の
対

立
の
一

致

が
個
人
で
あ

る
が
、
こ
の
人

間
個
人

の
完
全
性
を
絶
対

的
無
限
者
で

あ
る
神

の
分
有
で
あ

る
と
教

え
る
の
が
キ
リ

ス
ト
教
の
神
学

で
あ
る
。

キ
リ

ス
ト
教
神
学

は
神

の
存
在

を
ペ
ル
ソ

ナ
に
よ
っ
て
説
明
す

る
。
神

の

無
限

の
ペ
ル
ソ
ナ

に
あ

や
か
っ
て
い
る
の

が
人
間

個
人
で

あ
り
、
神

の
三
位

一
体
の
神
的
共
同
生
命
に
あ

や
か
っ
て
い
る
の
が
人
間

の
社
会
で
あ

る
と
い

え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、

ペ
ル
ソ
ナ

は
自
立
し
た
存
在
で
あ

る
が
孤
独
で
は

な
く
、

常
に
他
の

ペ
ル
ソ

ナ
と
の
交
流
一
致
を
求
め
る
存
在
で
あ

る
。
神

の
三
つ
の

ペ
ル
ソ

ナ
は
一
つ
の
神
の
生
命
を
つ
く
っ
て
い
る

が
、
こ
の
生
命
力
は
人
間
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ー
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え

る

の

で
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